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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第２四半期 104,146 7.8 6,725 34.8 6,691 △0.3 3,016 △26.0 

27年３月期第２四半期 96,567 － 4,987 － 6,708 － 4,073 － 
 
（注）包括利益 28年３月期第２四半期 4,433 百万円 （△28.9％）   27年３月期第２四半期 6,238 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第２四半期 45.89 － 

27年３月期第２四半期 62.02 － 

（注）会計方針の変更に伴い遡及適用を行ったため、27年３月期第２四半期の財務数値については遡及適用後の数値を記載しております。な

お、対前年同四半期増減率は記載しておりません。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第２四半期 336,572 208,017 60.9 3,123.01 

27年３月期 346,613 204,544 58.1 3,066.53 
 
（参考）自己資本 28年３月期第２四半期 205,139 百万円   27年３月期 201,431 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年３月期 － 24.00 － 30.00 54.00 

28年３月期 － 27.00       

28年３月期（予想）     － 27.00 54.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 230,000 3.4 20,000 7.0 20,000 △10.0 11,500 △10.8 174.98 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 会計方針の変更に伴い、27年３月期の財務数値について遡及適用を行ったため、対前期増減率は遡及適用後の数値に基づいて算定しておりま

す。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期２Ｑ 68,638,210 株 27年３月期 68,638,210 株 

②  期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 2,951,614 株 27年３月期 2,951,231 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 65,721,024 株 27年３月期２Ｑ 65,687,054 株 

（注）平成28年３月期第２四半期の自己株式数には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（役員報酬ＢＩＰ信

託口）が所有している当社株式30,000株及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）

が所有している当社株式172,000株が含まれております。 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（２）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、個人消費が底堅く推移したことに加え、企業の設備投資や

雇用情勢が改善傾向となるなど、緩やかな回復基調となりました。一方、世界経済につきましては、米国では回復

傾向を持続し、欧州でも緩やかながら回復の動きが継続したものの、アジアでは中国経済の減速が周辺各国に影響

を及ぼし始めるなど、全体としては不透明な状況で推移いたしました。

こうした状況のなか、当社グループは、平成27年４月からの３ヶ年を計画期間とした『2017中期経営計画』の初

年度として、“長期ビジョン達成に向けた「顧客起点のモノづくり」による事業成長と収益性向上”を基本方針

に、「事業戦略」、「機能戦略」、「企業戦略」の各戦略を積極的に展開してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、104,146百万円（前年同期比 7.8％増）となりました。この

うち、製品及び商品売上高は、71,977百万円（前年同期比 9.0％増）、保守売上高は、32,169百万円（前年同期比

5.3％増）でありました。利益につきましては、営業利益は、6,725百万円（前年同期比 34.8％増）となりました

が、為替差損の発生等により、経常利益は、6,691百万円（前年同期比 0.3％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は、3,016百万円（前年同期比 26.0％減）となりました。また、四半期包括利益は、4,433百万円（前年同

期比 28.9％減）となりました。

 

なお、第１四半期連結累計期間より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月

13日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

セグメント別にみますと、次のとおりであります。 

 

（金融市場）

主要製品である「オープン出納システム」の販売は中小規模店舗向けのコンパクトタイプが好調であり、ま

た、窓口用「紙幣硬貨入出金機」の販売も更新需要を捉え好調でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、23,436百万円（前年同期比 13.4％増）、営業利益は、2,901百万円（前

年同期比 90.7％増）となりました。

 

（流通・交通市場）

主要製品である「レジつり銭機」の販売は好調であり、また、流通市場向け「小型入金機」や警備輸送市場向

け「売上金入金機」の販売も更新需要を捉え好調でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、18,479百万円（前年同期比 36.3％増）、営業利益は、2,199百万円（前

年同期比 111.7％増）となりました。

 

（遊技市場）

主要製品である「カードシステム」等の販売は、ホールの設備投資抑制の影響を受け低調でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、10,746百万円（前年同期比 11.9％減）、営業利益は、847百万円（前年

同期比 30.0％減）となりました。

 

（海外市場）

欧州やアジアにおいて「紙幣整理機」の販売は低調であったものの、米州や欧州において主要製品である「紙

幣入出金機」の販売は好調でありました。また、欧州において流通市場向け「紙幣硬貨入出金機」が好調であ

り、市場全体としては前年同期並みの販売でありました。

この結果、当セグメントの売上高は、46,184百万円（前年同期比 4.2％増）、営業利益は、市場競争の激化や

海外事業拡大に伴う先行コストの増加等により891百万円（前年同期比 35.4％減）となりました。

 

その他の事業セグメントにつきましては、売上高は、5,299百万円（前年同期比 8.8％減）、営業損益は、114百

万円の損失（前年同期は営業損失163百万円）となりました。

 

上記金額には消費税等は含まれておりません。

 

なお、第１四半期連結会計期間より、在外子会社の収益及び費用の換算方法を変更しております。当該会計方針

の変更は遡及適用され、前年同四半期比較にあたっては遡及適用後の数値に基づき算出しております。
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年３月期の通期の連結業績予想につきましては、平成27年５月12日公表の業績予想から変更はありませ

ん。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更） 

 従来、在外子会社の収益及び費用は、それぞれの決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、在

外子会社の重要性が増加傾向にあり、かつ、近年の為替相場が著しく変動していることから、換算に期中平均相場

を用いることが在外子会社の業績をより適切に連結財務諸表に反映させることになるため、第１四半期連結会計期

間より期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

 この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第２四半期連結累計期間の売上高は1,209百万円減少し、営業利益は

75百万円、経常利益は46百万円、税金等調整前四半期純利益は46百万円及び親会社株主に帰属する四半期純利益は

36百万円それぞれ増加しております。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことによ

り、利益剰余金の前期首残高は230百万円減少し、為替換算調整勘定の前期首残高は同額増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 62,022 55,343 

受取手形及び売掛金 55,648 47,257 

有価証券 4,754 3,570 

商品及び製品 25,683 29,349 

仕掛品 6,047 7,306 

原材料及び貯蔵品 9,900 11,680 

その他 11,160 11,769 

貸倒引当金 △562 △609 

流動資産合計 174,654 165,668 

固定資産    

有形固定資産 35,509 37,166 

無形固定資産    

顧客関係資産 31,935 31,660 

のれん 74,790 73,724 

その他 6,411 6,387 

無形固定資産合計 113,136 111,773 

投資その他の資産    

投資有価証券 11,052 10,042 

その他 12,290 11,947 

貸倒引当金 △29 △25 

投資その他の資産合計 23,312 21,964 

固定資産合計 171,958 170,903 

資産合計 346,613 336,572 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 21,366 18,882 

短期借入金 19,527 18,167 

1年内返済予定の長期借入金 9,918 10,136 

未払法人税等 3,796 2,573 

賞与引当金 6,664 6,691 

役員賞与引当金 69 31 

株式付与引当金 － 32 

その他 30,031 25,426 

流動負債合計 91,374 81,942 

固定負債    

長期借入金 32,835 28,166 

退職給付に係る負債 3,323 3,791 

株式付与引当金 － 32 

その他 14,536 14,621 

固定負債合計 50,694 46,611 

負債合計 142,069 128,554 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 12,892 12,892 

資本剰余金 20,629 20,952 

利益剰余金 145,165 147,622 

自己株式 △5,817 △6,141 

株主資本合計 172,871 175,326 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,064 891 

為替換算調整勘定 24,962 26,818 

退職給付に係る調整累計額 2,532 2,103 

その他の包括利益累計額合計 28,559 29,813 

非支配株主持分 3,113 2,877 

純資産合計 204,544 208,017 

負債純資産合計 346,613 336,572 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 96,567 104,146 

売上原価 57,862 63,378 

売上総利益 38,704 40,767 

販売費及び一般管理費 33,717 34,042 

営業利益 4,987 6,725 

営業外収益    

受取利息 115 79 

受取配当金 559 253 

為替差益 1,295 － 

その他 264 420 

営業外収益合計 2,235 753 

営業外費用    

支払利息 396 390 

為替差損 － 252 

その他 117 143 

営業外費用合計 514 786 

経常利益 6,708 6,691 

特別利益    

固定資産売却益 10 3 

会員権売却益 14 － 

特別利益合計 25 3 

特別損失    

固定資産除却損 139 26 

減損損失 72 － 

その他 10 1 

特別損失合計 222 28 

税金等調整前四半期純利益 6,510 6,667 

法人税等 2,035 3,082 

四半期純利益 4,475 3,584 

非支配株主に帰属する四半期純利益 401 568 

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,073 3,016 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 4,475 3,584 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 267 △172 

為替換算調整勘定 1,218 1,450 

退職給付に係る調整額 277 △429 

その他の包括利益合計 1,763 848 

四半期包括利益 6,238 4,433 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,962 4,063 

非支配株主に係る四半期包括利益 275 369 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 調整額 
四半期連結

損益計算書

計上額   金融市場 
流通・交通

市場 
遊技市場 海外市場 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 20,670 13,561 12,198 44,327 90,756 5,810 96,567 － 96,567 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － － － 

計 20,670 13,561 12,198 44,327 90,756 5,810 96,567 － 96,567 

セグメント損益 1,520 1,038 1,211 1,379 5,151 △163 4,987 － 4,987 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内のたばこ販売店、たばこ

メーカー、病院、自治体、企業等への販売・保守事業を含んでおります。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 調整額 
四半期連結

損益計算書

計上額   金融市場 
流通・交通

市場 
遊技市場 海外市場 計 

売上高                  

外部顧客への売上高 23,436 18,479 10,746 46,184 98,847 5,299 104,146 － 104,146

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － － － －

計 23,436 18,479 10,746 46,184 98,847 5,299 104,146 － 104,146

セグメント損益 2,901 2,199 847 891 6,839 △114 6,725 － 6,725

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、国内のたばこ販売店、たばこ

メーカー、病院、自治体、企業等への販売・保守事業を含んでおります。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（在外子会社の収益及び費用の換算方法の変更）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、従来、在外子会社の収益及び費用は、それぞれの決算日の直物為

替相場により円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均相場により円貨に換算

する方法に変更しております。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間については遡及適用後のセグメント情

報となっております。この結果、遡及適用を行う前と比べて、海外市場において前第２四半期連結累計期

間の売上高が1,209百万円減少し、セグメント利益は75百万円増加しております。 
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